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証
券
化
支
援
な
ど 

三
つ
の
事
業
が
柱

　

住
宅
金
融
支
援
機
構（
機
構
）は
、

国
土
交
通
省
と
財
務
省
が
所
管
す
る

独
立
行
政
法
人
で
あ
る
。
旧
住
宅
金

融
公
庫
（
旧
公
庫
）
の
業
務
を
継
承

し
07
年
４
月
に
発
足
し
た
。
旧
公
庫

で
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
直
接
融
資
し
て

い
た
が
、
現
在
は
姿
を
大
き
く
変
え

て
い
る
。

　

現
在
の
主
要
な
業
務
内
容
は
、
証

券
化
支
援
事
業
、
住
宅
融
資
保
険
事

業
、（
直
接
）
融
資
事
業
の
三
つ
か

ら
な
る
。
旧
公
庫
の
直
接
融
資
は
民

業
圧
迫
と
の
声
が
大
き
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
証
券
化
支
援
事
業
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
証
券
化
支
援
事
業

は
、
民
間
金
融
機
関
の
長
期
・
固
定

金
利
の
住
宅
ロ
ー
ン
（
フ
ラ
ッ
ト

35
）
を
買
い
取
っ
て
信
託
し
た
う
え

で
、
そ
れ
を
担
保
と
し
た
貸
付
債
権

担
保
住
宅
金
融
支
援
機
構
債
券
（
機

構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
を
発
行
す
る
こ
と
（
通

称
：
買
取
型
）
が
お
も
な
内
容
だ
。

ま
た
、
民
間
金
融
機
関
の
長
期
・
固

定
住
宅
ロ
ー
ン
に
対
し
て
機
構
が
住

宅
融
資
保
険
を
付
し
た
う
え
で
、
そ

れ
を
担
保
と
し
て
発
行
さ
れ
た
債
券

等
に
つ
い
て
機
構
が
期
日
ど
お
り
の

元
利
払
い
を
保
証
す
る
こ
と
（
通

称：保
証
型
）も
行
う
。
い
ず
れ
も
、

機
構
と
提
携
す
る
民
間
金
融
機
関
が

実
行
し
た
フ
ラ
ッ
ト
35
が
裏
付
け
と

な
る
。

　

住
宅
融
資
保
険
事
業
は
、
民
間
金

融
機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
保
険

を
機
構
が
引
き
受
け
、
住
宅
ロ
ー
ン

が
債
務
不
履
行
に
な
っ
た
と
き
に
機

構
が
金
融
機
関
に
保
険
金
を
支
払
う

制
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、（
直
接
）
融
資
事
業
は
文

字
ど
お
り
機
構
が
直
接
融
資
す
る
事

業
で
あ
り
、
現
在
は
災
害
復
興
住
宅

融
資
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

賃
貸
住
宅
融
資
な
ど
民
間
金
融
機
関

で
は
対
応
が
困
難
な
分
野
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
を
対
象
に
災
害

復
興
住
宅
融
資
の
金
利
の
大
幅
な
引

下
げ
措
置
な
ど
の
新
し
い
取
組
み
も

行
わ
れ
、
存
在
感
を
示
し
た
。

機
構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の 

メ
カ
ニ
ズ
ム

　

機
構
は
、
災
害
復
興
住
宅
融
資
等

を
除
く
主
要
な
業
務
に
必
要
な
資
金

の
大
宗
を
債
券
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
、
財
投
機

関
債
（
Ｓ
Ｂ
）
等
）
に
よ
り
調
達
し

て
お
り
、
そ
の
発
行
量
は
単
一
の
発

行
体
と
し
て
は
わ
が
国
最
大
（
国
債

を
除
く
）
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
前
述
の
と
お
り
、
民
間

金
融
機
関
が
実
行
し
た
住
宅
ロ
ー
ン

を
担
保
に
発
行
さ
れ
る
債
券
で
、
基

本
的
に
は
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
。

機
構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
ク
ー
ポ
ン
が
翌
月
の

フ
ラ
ッ
ト
35
の
提
供
金
利
に
影
響
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ

ろ
う
。
投
資
家
の
需
給
要
因
で
決
定

さ
れ
る
対
国
債
ス
プ
レ
ッ
ド
が
タ
イ

ト
化
す
る
と
、
翌
月
フ
ラ
ッ
ト
35
の

融
資
金
利
の
低
下
を
促
す
こ
と
と
な

る
。

　

機
構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
大
き
な
特
徴
は
、

証
券
化
の
裏
付
け
と
な
る
住
宅
ロ
ー

住
宅
金
融
支
援
機
構

日
本
最
大
の
債
券
発
行
体

第
４
回
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ン
が
機
構
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

オ
フ
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
る
こ
と
な
く
信

託
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
債
権

が
か
り
に
デ
フ
ォ
ル
ト
し
た
と
し
て

も
、
機
構
自
身
が
信
託
さ
れ
た
ロ
ー

ン
プ
ー
ル
か
ら
買
い
戻
す
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
い
う
な
れ

ば
、
投
資
家
は
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
が

デ
フ
ォ
ル
ト
す
る
リ
ス
ク
か
ら
隔
離

さ
れ
て
お
り
、
機
構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
発
行

体
で
あ
る
機
構
の
信
用
力
と
担
保
と

な
っ
て
い
る
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
の
二

つ
の
信
用
力
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ

た
資
産
担
保
型

の
財
投
機
関
債

と
い
え
る
。
こ

う
し
た
仕
組
み

は
、
欧
州
で
発

行
さ
れ
て
い
る

カ
バ
ー
ド
・
ボ

ン
ド
等
の
ダ
ブ

ル
リ
コ
ー
ス
型

の
投
資
債
券
に

類
似
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
視
点
で
比

較
す
る
と
、
ア

メ
リ
カ
の
フ
ァ

ニ
ー
メ
イ
や
フ

レ
デ
ィ
マ
ッ
ク

が
発
行
す
る
Ｍ

Ｂ
Ｓ
や
民
間
金
融
機
関
が
発
行
す
る

Ｍ
Ｂ
Ｓ
と
は
大
き
く
商
品
性
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
の
段
階
で
、
フ

ラ
ッ
ト
35
を
扱
う
民
間
金
融
機
関
は

日
本
全
国
で
３
３
４
機
関
あ
り
、
機

構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
裏
付
け
と
な
る
ロ
ー
ン

プ
ー
ル
は
均
質
か
つ
地
域
分
散
の
高

い
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
で
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
安
定
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
を
実
現
で
き
る
こ
と
も
メ
リ

ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

超
長
期
中
心
の 

機
構
Ｓ
Ｂ
発
行

　

一
般
担
保
付
き
の
財
投
機
関
債

（
機
構
Ｓ
Ｂ
）
も
定
期
的
な
発
行
実

績
が
あ
る
。
機
構
Ｓ
Ｂ
の
発
行
額
は

着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
今
年
度
の

発
行
計
画
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
１
兆
７

１
０
０
億
円
に
対
し
て
、
５
２
３
３

億
円
を
予
定
し
て
い
る
。
過
去
の
調

達
実
績
で
は
、
10
年
度
は
４
０
２
２

億
円
、
11
年
度
は
４
０
２
０
億
円
、

今
年
度
は
９
月
ま
で
で
２
７
５
０
億

円
の
実
績
を
誇
り
、
発
行
総
額
１
兆

８
０
２
１
億
円
と
か
な
り
の
規
模
に

達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図

表
）。
機
構
Ｓ
Ｂ
は
足
も
と
で
は
毎

月
定
期
的
に
発
行
さ
れ
、
発
行
年
限

は
10
、
15
、
20
年
を
基
本
と
し
て
お

り
、
加
え
て
30
年
債
も
不
定
期
に
発

行
し
て
い
る
。
各
々
の
年
限
の
発
行

額
は
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
等
を
考
慮
し
て
年
限

ご
と
の
発
行
額
を
調
整
し
た
う
え
で

発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
足

も
と
で
は
超
長
期
債
の
ウ
ェ
イ
ト
が

高
く
な
っ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
な

お
、
機
構
Ｓ
Ｂ
に
よ
り
調
達
さ
れ
た

資
金
は
機
構
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
信
用
力
を
補

完
す
る
超
過
担
保
や
（
直
接
）
融
資

事
業
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
も
な
お
、
日
本
最
大
の
債

券
発
行
機
関
と
し
て
、
機
構
Ｍ
Ｂ

Ｓ
、
機
構
Ｓ
Ｂ
双
方
に
相
応
の
ス
プ

レ
ッ
ド
が
あ
る
こ
と
か
ら
投
資
家
か

ら
の
需
要
が
高
い
債
券
と
な
っ
て
い

る
。
フ
ラ
ッ
ト
35
で
の
優
遇
措
置
の

継
続
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
融
資
実

績
を
伸
ば
せ
る
か
が
、
安
定
発
行
と

い
う
視
点
で
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ

う
。 

❖
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〔図表〕
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機構ＳＢの年限別発行総額

（注）　1．06 年度は旧住宅金融公庫での発行分。2．12 年度は９月末までの発行分。
（出所）　住宅金融支援機構の資料から大和総研作成。


